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フ ェレンツ ・ホ ップ東洋美術館

におけ る日本美術

エ バ ・チ ェ

フ ェ レ ン ツ ・ホ ップ

フェ レンッ ・ホ ップ東洋美術館 は、ハ ンガ

リーで最大の東洋美術品 を所蔵 している。約

20,000点 の美術 品か らなるコレクシ ョンの う

ち、7,000点 以上が 日本美術 品で、これは中国

美術 品 に次 ぐ大 きな コレクシ ョンであ る。

同美術館 は1994年 に創立75周 年 を迎えた。

コレクシ ョンの基礎 とな っているのは、美術

館の名付け親 であるフェレンツ ・ホップ の蒐

集 した4,000点 以上の個 人 コレクシ ョンで、遺

言 に よって国が相続 した ものである。 ホップ

は、 自分 の コレクシ ョンの将来 につ いて、公 的な美術館が相続す る ように、すで に1910年

に遺言 の中で書 いている。当時 は、国立美術館 と国立工芸美術館、 そ してハ ンガ リー国立

博物館民俗学部の三機 関が コレクシ ョンを分割 して所有す ることになってお り、 どの館が

何 を所蔵 す るか とい う選択権 は、 まず国立美術館 にあった。 ところが、彼 は死(1919年)

の少 し前に遺 言 を書 き直 し、 コレクシ ョンを一・括 して保存す ることに した。彼 の言葉 を借

りれば、「私 の コレクシ ョンの大部分 を占め る東洋の美術 品(中 国、 日本、イ ン ド)は 、一

つの独立 した東洋美術館 を創立す る基礎 としてふ さわ しい もので あ り、 また、文化教育 と

い う目的の ため に一般公開すべ きだ と、 その後確信 す るようになったか ら」で ある。実際

の ところ、彼の住んでいた邸宅 は彼 の存命 中、すで に本物 の小美術館 と言えるほどの もの

で あったが、石像 や石 造 りの仏塔 を配 して東洋風 に改造 された庭 に囲 まれた邸宅 も、死後、

国に残 され た。

フ ェレンツ・ホ ップ(1833-1919年)は 、現在 のチェコ南部モラヴ ィアにある小 さな町フ

ル ネクで生 まれ た。13歳 の時ペ ス トに上 京 し、親戚 の推薦 を受けてペ ス トのカル デロー二

光学会社 に徒弟 として就職 した。徒弟期間 を過 ぎると、 さ らに修行 を積む ため数年 間外国

生活 を送 り、ウイー ンやニ ュー ヨークで働 いた。その間、1858年 に彼 が遭遇 した第一 回 目

の 日本使節 のニュー ヨーク到着 は彼 に とって忘れがたい事件 とな った。帰国後、1861年 に

イ シ トバ ン ・カル デロー二の共同経営者 とな り、1864年 か らは同社 を単独 で所有す ること

となった。彼 は事業 で高 い名声 を獲i得し、彼の会社 は1872年 か ら学校 の視覚教材や学習教

材の製造 ・販売 にも乗 り出 し、事業 を拡大 していった。生涯、旅 を好み、多額 の資産 を所

有 していたこ とか ら、人生 の後半 に世 界周遊旅行 に幾度 も出かけ、 ほ とん ど世界 中を回 る

こ とがで きた。旅 の間1,000枚 以上 もの写真 を撮影 したが、残念 なが らそれ らは現在 まで残

っていない。1882年 か ら1914年 にか けて、五 回ほ ど世界一周旅行 を し、 その間、 日本 を三

度訪 れたが、 その 日本旅行ほ ど大 きな喜び をもた らした ものはなかった と、彼 は手紙 に書

いてい る。 日本の工芸品の傑作 の数 々は彼 を魅 了 してや まなか った。 と くに、作 品の繊細

さや、精巧 な出来 ばえを高 く評価 した。旅の連 れ連 れに買 い物 をす るようにな り、最初 は

記 念品 を買 うのみだったが、それが後 には本格 的 に美術工芸品の購入 にあたる ようにな り、

東洋美術 の熱心 なフ ァンとな った。彼 は、東洋美術 の専門家で はなか ったが、美的感覚 に
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と りわけ優れてお り、 自分の楽 しみ として、 もっぱ ら美術工芸 品ばか りを購 入 した。 それ

は、彼が これ らの工芸 品の方が芸術 的価値 を判断 しやす い と考 えたか らだ った。彼の購 入

した品物の大部分 は時の試練 を越 えて生 き残 るに値す る もの とい うこ とがわかった。彼 は、

ヨーロッパ の美術商 か らも品物 を購入 したが、 日本で も展示会や 日本人の美術商、 さらに

ハ ンガ リー系 のマ ーチャー シュ・コモルか らも様 々 な品物 を買 い取 った。その 当時、クン・

ア ン ド・コモル美術商会 は、横浜 と、神戸、香港 、上海、 シンガ ポール に店 を構 えていた。

1,800点 の 日本美術品か らな るこのコレクシ ョンには、美術館 の創設後、他の公共 コレク

シ ョン、た とえば国立美術館 のヴ ァイ 日本 コレク シ ョンや、国立博物館民俗学部所蔵 の東

洋美術品の一部が加 えられた他、国立工 芸美術館 か ら も、1919年 以降数回にわた って、 ホ

ップ美術館 に美術品が移管 されている。

上記の公共 コ レクシ ョンは、 ヨー ロッパ の他 の博物館や美術館 と同様 に、すで に19世 紀

末期 か ら、 ヨー ロッパ 以外 の美術品 に も蒐 集範 囲 を広 げ ようとす る努 力を意識的 に行 って

いた。極東の美術の中で も彼 の興味 を特 にそそったのは、 当時最新 の美術 にきわめて大 き

な影響 を及ぼ して いた 日本美術だ った。

ブ ダペ ス トの国立美術館 で も、一流 の コレクシ ョンな らば 日本の美術品 を所有 しないわ

けにはいかない と考 えるようになっていた。 その ような折 り、1907年 にペーテル ・ヴァイ

が、 日本美術 を概括 で きるような小 コレクシ ョンに値す る美術 品を、現地 に滞在 して選ぼ

うとい う話 を持 ちかけて きた。 この話は、特 に絵 画 と木版画の コレクシ ョンか らなる 日本

コレクシ ョンの設置のための良 い機会 とな るように見 えた。ヴ ァイの 申 し出は受 け入れ ら

れ、20,000コ ロナ とい う予算枠で美術 品 を購入す るこ とが委託 され た。 この程度の金額 で

は、わずかばか りの優れ た作品 しか購入す るこ とが で きなかったため、む しろ広 くこの分

野全般 を包括す ることがで きるような、大部分 は19世 紀 に製作 された、あ まり有名でない

作者 の作品が購入 された。品物の一部 は、彼 もク ン・アン ド・コモル美術 商会 か ら入手 した

もの と見 られ る。 この時、彼の購 入 した美術工芸品 は2,300点 以上 にのぼ り、約300点 の絵

画、170点 の木版画本、約1,100点 の木版画、11体 の仏像、その うちのい くつ かは初期 の も

の も含 まれていた。そのほか、700点 以上 にのぼ る金属製品、漆器類、根付 けなど もコレク

シ ョンの値打 ちを高め るこ とになった。国立美術 館の 「日本室」では、1908年 か らこのコ

レクシ ョンに所属す る約600点 が常時展示 されてお り、この展示品のカタログ も作 られてい

る。1919年 には、新 しく創設 されたホップ美術館 が国立美術館の管轄下 に入 ったが(1935

年 まで管 轄下 にあった)、 その際、 ヴァイ ・コレクシ ョン全体が ホップ美術館 に移 された。

貴族出身の修道院長ペーテル ・ヴ ァイ伯 爵(1864-1948年)は 、後 にはローマ法 王の最高

記録官、名義司教 とな り、バ チカ ンか ら委任 されて、東アジア諸国の布教 活動 を査察す る

ために幾度 も現地 を訪れた。日本 にもしば らく滞在 したが、彼の旅行記(1)によれば、彼 は 日

本 に もっとも興味 をひかれた。 日本滞在 中 に経験 した 日本の急速な発展 に驚嘆 の念 を抱 き、

世界政治における 日本の重要性 の増大 を的確 に認 識 した。 日常生活 のあ らゆ る分 野や社会

全般 にわたって広 く浸 透 してい る芸術的美 学の影 響 を高 く評価 した。作品の持 つ精神性 、

す なわち彼 の表現 を借 りれば、 「主観的な美術感覚 な らびに芸術理念」、作品の哲学的背景

を理解 し、 またそれ を一般 に理解 させ ることが、彼 が 日本美術 に傾倒 した主な動機で あっ

た。東洋美術 の解釈や普及のために広 く執筆活動 を行い、著作 を著 した。(2)彼の熱意 に溢 れ

た文章は、 それぞれのテーマに関す る深 い学術 的な知識 には欠けてお り、 また多 くの資料

的な誤 りや先入観 に満 ちてい るに もかかわ らず、 当時、多 くの 日本美術 に対す る信奉者 を

生み出すこ とに貢献 した。

1872年 に創設 された国立工芸美術館 は、 ヴ ァイ よりも早い時期 に東洋 の美術 品の蒐集 を
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始 め た。同館 は1896年 に独立 した建物 を獲得 したが、 それはハ ンガ リー ・アールヌーボー

建 築の代 表的な建築物 である。独立 した建物の獲 得 を機会 に、他の美術館 に保管 されてい

た東洋の美術工芸 品が同館 に移 された。 それ以前の1880年 にはすで に、 ジャーナ リス トで

旅行家のア ッテ ィラ ・セメ レ(1859-1905年)が1869年 頃 日本 で購入 した180点 の櫛 の コレ

クシ ョンを買 い取 っていた。 同館 は、万国博覧会(1873年 ウイーン、1878年 パ リ、1889年

パ リ、1900年 パ リ)に は必ず参加 し、美術 品 を購入 した。1900年 のパ リ万博 では、20点 の

明治時代の美術品 を購 入 したが、 その中 には入賞 した作品 もあった。た とえば、銀賞 を授

賞 した荒木 寛畝の孔 雀 を描 いた大形の絵や、米 原雲海 の男子の小 さい木彫な どである。1911

年 に ロン ドンで開催 された 日本博:覧会の展示品は、ブ ダペス トで も1912年 に公 開 され、大

成功 を収 めた。国立工芸美術館 は、 そこで展示 された作 品のい くつかを購入 したほか、数

多 くの作 品が個人の蒐集家か ら入手され た。東洋 関係 の美術品の一部 はすで に1919年 にホ

ップ美術館 に移管 され てい る。

第一次世 界大戦後 には、東洋の美術 品を多 く含 む遺 品が国立工 芸美術館の所有 となった。

1948年 には、陶磁器 の研究者で あるヴ ィンツェ・ヴ ァルタ教授(1844-1914年)所 有の陶磁

器 の歴史 と、その製作技術 を紹介 す る数千点 にのぼ るコレクシ ョンが、ブダペス ト工業大

学か ら同館 に移管 された。獣医大学の退官教授で あるオ ッ トー ・フェッテ ィク博士(1871

-1954年)も 、1947年 か ら1953年 にか けて三度 にわた り、卓越 した美術感覚 で購入 した数千

点 の美術 品を、国立工芸美術館 に対 して寄贈 した。上記二つのコ レクシ ョンに含 まれてい

た東洋 の美術品 はホップ美術館が収蔵 す ることとなった。特 に、 フェ ッテ ィク ・コ レクシ

ョンに含 まれ る19世 紀 か ら20世 紀への転換期 に製作 された陶磁器 は、すべて傑 出 した名品

であ る。 ホ ップ美術館 の創 設 にともなって、当初 はハ ンガ リー国立博物館民俗学部 として

機 能 してお り現在で も東洋 コレクシ ョンを収蔵 してい る国立民俗学博物館か ら移管 された

美術 品 も多 くある。 その 中には、元横浜総領 事であったアラダール ・フ レッシュの コレク

シ ョンに所属 していた ものや、ヤーノシュ・クサ ン トゥシュ(1825-1894年)の 東洋探検旅

行(1869-1871年)の 際に集め られた美術品の一部 も含 まれている。 クサ ン トゥシュはアメ

リカ合衆 国 に長い間滞在 し、ハ ンガ リーへ帰国後 は植 物園 と動物園の園長 を経 て国立博物

館 民俗学部の部長 となった。

上記の他 に も幾人かの個人蒐集家の遺 品や寄贈品 によって、 ホ ップ美術館 の コレクシ ョ

ンは豊富 になってい った。 その中で も個 人蒐集家 として名高いのは、船 医のデ ジュー ・ボ

ゾーキ(1871-1957年 〉で、彼 は1900年 か ら1908年 にかけて東ア ジア海域で勤務 し、 この航

海 に関 して本 を著 した。 また、アウ レール ・ガースネル も、 ジーメ ンス社の主任技 師 とし

て1907年 か ら1912年 の間東京で勤務 し、美術品の蒐集 を行 った。

芝増上寺の徳永を訪れたガースネル・アウレール
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ホ ップ美術館 の館 長 としてコレクシ ョンを二十年以上 にわたって一人で管理 していたの

は、 ゾル ター ン ・フェルヴ ンツ ィ・タカーチ教授(1880-1964年)で あった。彼 がまだ国立

美術館の館員で あった頃、 ヴァイの購 入 した 日本 の美術品の 目録 を作成す る仕事 を任 され

たが、 その仕事 を きっかけ として 日本美術 に興味 をもつ ようになった。彼 は、ヴァイ を直

接知 っていただ けでな く、 ホ ップの個 人的友 人で もあ り、 また専門的 なア ドバ イザーで も

あ った。 ホ ップ美術館 が名 実 ともに真の東洋美術館 となったのは、 ひ とえに彼 の業績 に負

うものである。1923年 はフェ レンツ ・ホップ の生誕90周 年 にあたったが、 この年、 ホップ

美術館 は、大 きく膨れ あがったコ レクシ ョンか ら精選 された約1,570点 の美術品の常設展示

に踏 み切 った。両大戦期 間の経済 的 に限 られた環境 の中で、大規模 な購入活動はで きなか

ったが、 それ に もかかわ らず、 タカーチ は自身の豊富 な専門知識 に基づ いてコレクシ ョン

を整 備 ・発展 させ、不足 を補 うための努力 を惜 しまなかった。彼 は東洋 に居住するハ ンガ

リー系の美術商達 とも良好 な関係 を保持 していたが、 その 中の幾人かは同美術館 に対 して

惜 しげ もな く美術 品を寄贈 した。 タカーチ 自身 も、1936年 の極 東へ の研究旅行 に際 して数

多 くの美術 品 を購入 してい る。(3)

ホ ップ美術館 は、組織 的 には1948年 か ら国立工 芸美術館 に所属 す ることとなったが、業

務上 は独立 した地位 を保持 してい る。1948年 か ら1972年 まで ティボル・ホル ヴァー ト(1910

-1972年)が 、 自身の死 に至 るまで館長の任 にあった。彼 は、 日本 に6年 間滞在 したが、同

美術館 には彼 の個 人コ レクシ ョンか らも多 くの美術品が収蔵 されてい る。

同館の 日本 コレクシ ョンは、第一 にコ レクシ ョンの成立 に大 きく貢献 した蒐集家の美術

趣味、興味の対象 、知識の広 さや深 さに よって特徴づ けられ ている。当初見 られた収蔵品

の不均等な構 成は、その後の意識 的な整備 ・発展 によって釣合の とれた もの となった。美

術蔵 品の 中の 日本美術 品の多 くは江戸時代 の もので、彫刻や絵画、木版 画のほか に、 あ ら

ゆ る種類の工芸品 も大 きな割合 を占めてい る。

仏 教 美術

仏教美術関係の彫 刻や絵画の コレクシ ョンの多 くは、ペーテル ・ヴァイの購入 した もの

であ るが、 その規模 はあ ま り大 きい ものではない。 い くつかの古 い彫刻の中には、奈 良時

代 の乾漆菩薩像や、平安末期 の釈迦如来 坐像 、鎌倉時代の阿弥陀如来立像、室町時代 の菩

薩坐像 があ るが、 それ以外 はすべて江戸時代 の ものである。江戸時代の作品の中には、大

多数が ホップ 自身 の購入 による40体 余の厨 子入仏像 も含 まれてい る。主 として18世 紀 に製

作 された この厨子 コ レクシ ョンには、図像学上 きわめて興味深 く希有 な もの も見 られ、そ

の重要性 は高 い。

絵 画

絵画の大部分、400点 弱は、い くつかの古 い仏教 絵画 と室町時代末期 の一、二点の水墨画

(狩野周徳 「竹雀 図」 な ど)を 除いて、江戸時代後期の もので ある。狩野派の作 品 といっ

て も、一、二の例 外 を除いて主 に狩 野派後期 の絵師の作 品である。 コレクシ ョンの中で最

大 の数を誇 るの は、あ ま り知 られていない19世 紀 の南画絵師の作品であ るが、 中には比較

的有 名な谷文晁の作品 も数点収蔵 されてい る。住吉派 に属 す る絵画 は少ないが、その中で

も17世 紀末か ら18世 紀 の源氏物語の場面 を表 した ミニチ ュア絵画の画帖は傑 出 した作 品で

ある。この画帖 は画家の ジュラ・トルナイ(1861-1928年)が 日本滞在中 に贈 られ、後 にホ

ップ美術館 に寄贈 した ものである。

明治時代 の絵画で は、荒木寛畝の大形 で装飾性 の高 い 「岩頭孔雀図」の絵 と小林清親 の
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神話 をテーマ に した 「彦火火 出見尊:図」 を描 いた絵画が代表 的な もので ある。

木 版 画 コレ クシ ョン

木版画 コレクシ ョンはヴ ァイが今世紀初頭 に選 んだ ものであ るが、年月 を経 て1,500点 に

膨 らんだ。著名な絵師や流派の代表総ての作 品が、バ ランス よ く集 め られてい るわけで は

ないので、 日本の木版 画の歴史全体 を概観 す るの に充分 な、釣合 の とれた構成 にはなって

いない。 それ に もかかわ らず、初期の絵師や後期絵師の作 品 も収蔵 されてお り、木版画の

発達史 を紹介す ることは可能で ある。鳥居派 に所属す る絵師では、二代 目清信、清広、清

長、清峯の作品があ るほか、勝川 派の絵 師達 の作品、喜多川歌麿 お よびその弟子達の作 品

も収蔵 されてい る。木版画の大部分 は19世 紀、江戸末期 の もので、明治時代 の もの はそれ

よ り幾分 少ない。 この時代 を代表 す る流派 は歌川派で あった。 当コ レクシ ョンの大部分 は

この派の絵師達の もので、初代豊国、国貞、広重、国芳 な どの作 品で あるが、 その他 に30

点程 あま り有 名でない絵師達の作品 もあ り、歌川派の作 品 をほぼ完全 に網羅 している。上

方 もしくは大坂地 方の作品 も収蔵 されてい るが、流 光斎如圭、北州、北英、長秀の作品が

一 、二点、後期 の ものでは、広貞、国員、宗広、芳 豊の役者絵が ある。明治期 の作品では、

豊原国周、橋 本周延、水野年方、尾形 月耕 な どの作 品が数多 く収蔵 されてい る。 また、 日

清戦 争、 日露戦争 に題材 を とった作 品 も何点か存在 す る。

漆 器 と根 付

約1,000点 か らな る漆器 は、数の上 で も質の上で も日本美術 コ レクシ ョンの中で価値 の高

い もの に属 してい る。収蔵 品 はすべ て江戸時代後 半お よび明治初期の作品であるが、あ ら

ゆ る種類 の漆器 が見 られ、 その中 にはあ らゆる漆芸技術 と豊富 な装飾モチーフを駆使 した

約200点 の印篭 があ る。日本の漆器 はホ ップの コレクシ ョンの中で も際だ った地位 を占めて

お り、その ほ とん どを彼 自身が購入 してい る。特筆 に値す るの は、約500点 の根付 けコレク

シ ョンで、 その3分 の2は ホップ 自らが購入 した。 これ らは例外 な く優 れた作 品で ある。

数 は少 ないが価値 の高 いコレクシ ョンが ジュラ ・ビシッに より同美術館 に寄贈 された。根

付 け コレクシ ョンはこの 日本の典 型的な小像芸術 に関 して格好 な概観 を提供 している。 こ

れ らの小 さな彫 り物 は、 当初 か らヨーロ ッパやアメ リカの蒐集家の好 む ところ とな り、現

在 では 日本 よ りも海外の方が残 されている数が多い。収蔵 品の 中には18世 紀 の作品 もあ り、

また京都、大坂、江戸派の作 品 もあ る。銘の入 った作 品では、友忠、正直、 岡友、岡佳 、

蘭 亭、我楽、舟 山、光広、正次、 出 目右満、三輪 、秀民、舟 月、友親 、法 実、岷江、為 隆、

一貫、豊 昌な どの作品が収蔵 されてい る。

陶 磁 器

1,000点 以上 の作品 を数 えるコレクシ ョンの大部分 は、肥前一有田焼 きの輸 出用陶磁器 で

あ る。 そのほ とん どが18世 紀 以降の もので あるが、17世 紀後半の作品 もい くつ かある。約

150点 にのぼ る明治時代の薩摩焼 きや 京都磁器 は これ ら輸 出用 に製作 された装飾 陶磁器 の

一流 品であ る。茶器の コレクシ ョンも数 は少ないが含 まれている。

その 他

ホ ップ は比較的大 きな象牙 の彫刻 の置物 を好 み、熱心 に蒐集 した。 これ らは ヨー ロッパ

の影響 がみ られ、外国人好みに合 わせ よう としてい るが、 中には名品 も含 まれ てお り、当

時 の人 々の暮 らしや習慣 を知 る上 で も興味深い作 品 となっている。
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さまざまなブ ロンズお よび他の金属製 品、七宝焼の 品物 も数多 くある。花瓶、線香立て、

儀式用 品、 日常の生活用 品な どが この中に含 まれ ている。製作 時期 はすべて江戸 お よび明

治期 である。西洋美術 の影響 を受 けた、19世 紀 か ら20世 紀への転換期 に制作 された大小の

ブ ロンズ像 コレクシ ョンも、数 は少ないが存在す る。

ホップ のコレクシ ョンには、刀、刀身、短 刀、 刀の付属品(鍔 、縁頭、小柄、 目貫)も

含 まれている。ヴ ァイの購入 した数百 にのぼ る鍔 と小柄 によって このコレク シ ョンの価値

は大 いに高 まったが、 それは この美術部 門 を包括 的に見 ることがで きるか らであ る。

さらに、小 さな織物 コレクシ ョン も言及す るに値 す るであろう。 この コレクシ ョンによ

って、 さまざまな材質 、機織 り技術、装飾 方法 を紹介 するこ とがで きる。

現在、 ホ ップ美術館 では二 階が展示室、一 階が図書室 となってい る。1950年 に国立工芸

美術館 の所属 となった ジ ョル ジュ ・ラー ト美術館 は、1954年 以来、 日本美術お よび中国美

術の展示館 となって いる。東洋 コレクシ ョンの収蔵庫 は、国立工芸美術館の建物 内に置か

れてい る。

(ハ ンガ リー語訳 佐藤紀子)
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